（様式Ａ－２）
　　　令和　年　　月　　日
岡山市長　様
申請者
所在地　　　　



　　
名　称　    

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名   　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　 　　
ＩоＴ・ＡＩ等先端技術導入支援補助金に係る申請書（検証済み先端技術導入事業　一般枠）
　令和　年度の岡山市ＩоＴ・ＡＩ等先端技術導入支援補助金（検証済み先端技術導入事業）の交付を受けたいので、下記の書類を添えて申請します。
　申請にあたっては、募集案内等に記載の事項を確認し、内容を十分に理解しています。
また、申請書類の記載内容は真正であり、当社は、岡山市ＩоＴ・ＡＩ等先端技術導入支援補助金交付要綱に定める「補助対象者」の要件を満たしていることを誓約します。

この誓約が虚偽であり、またはこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることになっても、異議は一切申し立てません。
記

１　添付書類
・補助事業計画書（検証済み先端技術導入事業）（様式Ｂ－２）
・その他補足資料（事業について補足説明する資料等、提出は任意）

２　添付書類の提出部数・・・６部

・正本１部

・副本５部（書類審査用：申請者が判別されないようにしたもの）

【応募時確認項目】

	補助対象経費について国・岡山県・岡山市の他の補助・その他の団体の補助を受けていない、受ける予定がない
	□はい
	□いいえ

	事業に必要な許認可は、全て取得している
	□はい
	□いいえ

	市税を滞納していない
	□はい
	□いいえ

	風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第2条（昭和23年法律第122号）に規定する業種を営んでいない
	□はい
	□いいえ

	要綱第４条第６号ウ・エ・オに該当する暴力団・暴力団員との関係はない
	□はい
	□いいえ

	要綱第２条第３号に規定するみなし大企業ではない
	□はい
	□いいえ

	補助金交付の翌年度から５年間は事業実績を報告できる
	□はい
	□いいえ

	前年度に本補助金における「導入コンサルティング・事前検証事業」を行っている者で、その補助事業で得られた結果をもとに先端技術を導入する者である
	□はい
	□いいえ


※「はい」にチェックをしてください。一つでも「いいえ」にチェックがある場合は応募できません。

